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京葉線のダイヤ改正に係る要望について 

 

京葉線は１９９０年の全線開業以降、沿線上に所在する千葉市はもとより、

直通運転が行われている内房線や外房線沿線の千葉県南部地域と東京方面を 

連絡し、市民生活や経済活動を支える都市基盤として重要な役割を果たして 

おります。 

しかしながら、令和５年１２月１５日に発表された、本年３月に実施予定の

ダイヤ改正においては、「混雑平準化」を主たる目的に、平日・土休日ともに、

日中時間帯以外の、通勤時間帯を含めた全ての時間帯において、快速や通勤快

速を廃止して、運行列車全てを各駅停車のみとする内容が含まれているほか、

全国的にも異例な対応として、本年１月１６日に発表されました改正の一部変

更においても、早朝時間帯の東京方面行き快速２本が運行継続するのみであり

ます。 

このことは、現在までに各自治体が進めてきた都市づくり、まちづくりに多

大な影響を及ぼす可能性が高い極端な変更であり、沿線人口の流出を招くばか

りか、幕張新都心など、地域をひいては千葉県全体をけん引する役割をもつ経

済圏の拠点性や求心力の低下に直結するなど、企業活動、経済活動にも大きく

影響が出ることが懸念されます。 

本来、時間帯や運行形態によって大きく異なる混雑の状況の改善策を各駅停

車化のみにより対応することは理に適っているとは考えられず、遠近分離を踏

まえ、利用者全体の利便性向上につながる対応方策を検討して然るべきとも考

えられ、今回のダイヤ改正は沿線自治体として断じて受け入れがたいものであ

ります。 

また、こうした唐突かつ激変ともいえる変更であるにもかかわらず、関係自

治体等への事前相談や協議等がなかったことは大変遺憾であります。 

ついては、貴社におかれましては、京葉線のダイヤ改正に関して、各自治体

がこれまで築いてきた都市機能や都市特性を理解し、公共交通機関とともにあ

る持続的な都市の発展を見据えていただきたく、下記の事項について、要望い

たします。 

 

記 

 

１ 東京方面との速達性や沿線都市の拠点性維持・確保のため、通勤時間帯に

おける通勤快速や快速電車の運行など、輸送体系のあり方として線区全体

について見直し、改めて、ダイヤの再検討を行うこと。 

 

２ 広域公共交通である鉄道のダイヤ改正が沿線都市の市民生活や経済活動、

今後のまちづくりに与える影響が大きいことを理解し、今後、改正に当た

っては沿線自治体から意見聴取するなど、十分な理解を得た上で慎重に進

めること。 
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